
南関東防衛局達第６号

南関東防衛局における公印に関する達を次のように定める。

平成１９年９月１日

南関東防衛局長 齊藤 敏夫

南関東防衛局における公印に関する達

改正平成２０年 ４月 １日南関東防衛局達第 ６ 号

改正平成２７年１０月 １日南関東防衛局達第 ３ 号

改正令和 ２年１２月２３日南関東防衛局達第１０号

改正令和 ３年 ９月３０日南関東防衛局達第 ７ 号

（目的）

第１条 この達は、防衛省の部局等において使用する公印に関する訓令（昭和３９

年防衛庁訓令第３６号）第１２条及び防衛省における会計機関の使用する公印等

に関する訓令（平成１９年防衛省訓令第７０号）第１１条の規定に基づき、南関

東防衛局における公印の名称、寸法、作成、登録、届出手続及び保管等について

必要な事項を定めることを目的とする。

（定義）

第２条 この達において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。

(1) 公印 公務上作成された文書（以下「文書」という。）に使用する印章で、

その印影を押すことにより当該文書が真正なものであることを認証することを

目的とするもののうち、別表に定める名称を彫刻したものをいう。

(2) 官職印 公印のうち、官名、職名若しくは防衛省における会計機関の使用す

る公印等に関する訓令（平成１９年防衛省訓令第７０号）第３条に規定する防

衛省に置かれた会計機関の名称を彫刻したもの、同訓令第９条に規定する特別

調達資金出納官吏の印章又は中央調達により調達する調達品等に係る監督及び

検査に関する訓令（平成２７年防衛装備庁訓令第３９号）第３条第１項に規定

する補助者の最上位者に係る名称を彫刻したものをいう。

(3) 省印等 公印のうち、防衛省の部局等において使用する公印に関する訓令第

２条第３号の省印及び第４号の官職印をいう。

（公印の名称及び寸法等）

第３条 公印（前条第３号の省印等を除く。以下本条及び次条において同じ。）の

名称及び寸法は、別表に掲げるとおりとする。

２ 公印は、左横彫りとし、その書体は、てん書とする。

（公印の届出）

第４条 公印を作成、改刻又は廃止したときは、当該公印に係る官職にある者は、

遅滞なく別記第１号様式による公印作成（改刻）届又は別記第２号様式による公



印廃止届を南関東防衛局長（以下「局長」という。）あて提出するものとする。

ただし、改刻と同時に旧印を廃止する場合は、省略することができるものとする。

（公印の登録）

第５条 南関東防衛局総務部長（以下「総務部長」という。）は、別記第３号様式

による公印登録簿を備えるものとする。

２ 総務部長は、第４条に定める公印作成（改刻）届又は公印廃止届が提出された

ときは、前項に定める公印登録簿に登録又は登録を抹消するものとする。

（押印）

第６条 公印の押印は、決裁済みの起案文書に基づいて、官職印については当該官

職にある者又はその指定した者（補助者として公印の押印を命ぜられた者を含む。

）、省印等及び南関東防衛施設地方審議会に係る印については局長又はその指定

した者が行うものとする。

２ 前項の規定にかかわらず、一定の字句及び内容の文書（小切手、国庫金振替書

及び現金等の領収を証する書類を除く。）に公印を多数押印する場合において、

支障がないと認められるときは、公印の保管責任者（以下「保管責任者」という。

）は、その押印に代えて公印の朱色の印影を当該文書と同時に印刷することがで

きる。

（保管責任者）

第７条 保管責任者は、官職印については当該官職にある者又はその指定した者（

補助者として公印の保管を命ぜられた者を含む。）、省印等並びに南関東防衛施

設地方審議会に係る印については局長が指定した者とする。

（保管）

第８条 公印は、金庫その他保管の確実なところに格納し、保管責任者がこれに施

錠のうえ厳重に保管するものとする。

２ 第６条第２項の規定に基づき印刷された文書は、保管責任者が別記第４号様式

による公印印影印刷文書台帳を備えてこれを管理するものとする。

（廃印の処置）

第９条 保管責任者は、使用廃止された公印を、物品管理法（昭和３１年法律第１

１３号）第１０条第２項に定める物品供用官に返納するものとする。

附 則

この達は、平成１９年９月１日から施行する。

附 則（平成２０年南関東防衛局達第６号）

この達は、平成２０年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年南関東防衛局達第３号）

この達は、平成２７年１０月１日から施行する。

附 則（令和２年南関東防衛局達第１０号）

この達は、令和３年１月１日から施行する。



附 則（令和３年南関東防衛局達第７号）

この達は、令和３年９月３０日から施行する。



別表（第２条、第３条関係）

寸 法
公 印 の 名 称 (ﾐﾘﾒｰﾄﾙ

平方)

南関東防衛局次長の印 ２３

南関東防衛局防衛補佐官の印 ２３

南関東防衛局会計監査官の印 ２３

南関東防衛局総務部長の印 ２３

南関東防衛局企画部長の印 ２３

南関東防衛局調達部長の印 ２３

南関東防衛局調達部長の印（装備） ２３

南関東防衛局管理部長の印 ２３

南関東防衛局労務管理官の印 ２３

南関東防衛局総務部総務課長の印 ２０

南関東防衛局総務部会計課長の印 ２０

南関東防衛局総務部契約課長の印 ２０

横須賀防衛事務所長の印 ２０

座間防衛事務所長の印 ２０

吉田防衛事務所長の印 ２０

浜松防衛事務所長の印 ２０

富士防衛事務所長の印 ２０

特別調達資金契約等担当官南関東防衛局長の印 ２３

特別調達資金出納命令官南関東防衛局総務部長の印 ２３

特別調達資金出納官吏横須賀防衛事務所長の印 ２０

特別調達資金出納官吏座間防衛事務所長の印 ２０

特別調達資金出納官吏富士防衛事務所長の印 ２０

支出負担行為担当官南関東防衛局長の印 ２３

官署支出官南関東防衛局総務部長の印 ２３

歳入徴収官南関東防衛局総務部長の印 ２３

物品管理官南関東防衛局総務部長の印 ２３



物品管理官南関東防衛局管理部長の印 ２３

分任物品管理官横須賀防衛事務所長の印 ２３

分任物品管理官座間防衛事務所長の印 ２３

分任物品管理官吉田防衛事務所長の印 ２３

分任物品管理官浜松防衛事務所長の印 ２３

分任物品管理官富士防衛事務所長の印 ２３

契約担当官南関東防衛局長の印 ２３

契約担当官横須賀防衛事務所長の印 ２３

契約担当官座間防衛事務所長の印 ２３

契約担当官富士防衛事務所長の印 ２３

収入官吏南関東防衛局総務部会計課課長補佐の印 ２３

資金前渡官吏南関東防衛局総務部会計課課長補佐の印 ２３

資金前渡官吏横須賀防衛事務所長の印 ２３

資金前渡官吏座間防衛事務所長の印 ２３

資金前渡官吏富士防衛事務所長の印 ２３

歳入歳出外現金出納官吏南関東防衛局総務部会計課課長補佐の印 ２３

有価証券取扱主任官南関東防衛局総務部会計課課長補佐の印 ２３

南関東防衛施設地方審議会の印 ３０

南関東防衛施設地方審議会長の印 ３０



（別記）

第１号様式（第４条関係）

発 簡 番 号

発簡年月日

南関東防衛局長 殿

職 名

（公印省略）

公 印 作 成（改 刻）届

○○○の公印を、次の理由により作成（改刻）したので、別紙公

印登録簿を添えて届け出る。

理由：

別紙：公印登録簿 枚

注：１ 第３号様式は、公印１個ごとに２通提出すること。

２ 不要の文字を抹消すること。



第２号様式（第４条関係）

発 簡 番 号

発簡年月日

南関東防衛局長 殿

職 名

（公印省略）

公 印 廃 止 届

○○○の公印を、次の理由により廃止したので、別紙公印印影票

を添えて届け出る。

理由：

別紙：公印印影票 枚



別紙

公 印 印 影 票

１ 公 印 名

２ 使 用 部 課 名

３ 使 用 期 間

４ 印 影

備 考



第３号様式（第５条関係）

公 印 登 録 簿

印

１ 使用部課等名

２ 調 製 年 月 日

３ 調製部課等名

４ 使用開始年月日

５ 官職又は機関名

６ 押 印 者 名

７ 保管責任者名

８ 登 録 年 月 日

９ 廃止届出年月日

備 考

注：８及び９は、総務課において記入すること。



第 ４ 号 様 式 （ 第 ８ 条 関 係 ）

公 印 印 影 印 刷 文 書 台 帳

交 付 回 収
印刷承認文書番号 印刷承認文書名 印刷部数 取扱担当者 備 考

交付月日 交付部数 回収月日 回収部数


